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通
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通
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^
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。
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?>
;
ざ
る
べ
(

。
"
并
停
ぃ 

II
:
は
後
の
時
期
に
於
て
の
み
生
產
の
全
期
間
^
懸
れ
る 

完
成
財
の
產
額
に
影
響
す
る
な
る
べ
し
。し(

W
3
h
m
-
B
a

丨 

w
e
r
k
u
c
a
p
i
t
a
l

 

a
n
d

 

Interest 

o
n
c
e

 

m
o
r
e

 ;
>
.
R
e
l
a
— 

pse 

to 

the 

Productivity T
h
e
o
r
y
/
T
h
e

 

o
u
a
n

 

Tour, 

of ECO,, 

vol. 

X
X
f
,

 

pp. 

2
67
-
2
7
0
)

:

( 

ロ)

は
ク
ラ
ー
ク
が
靜
的
现
論
0
說
明
^
動
的
の
實 

驗
を
用：

ひ
し > 
し

电

換

言

す

れ

ば

彼

が

格

，別

の

注

產

カ

說

. 

に
固
着
せ
し
こ
ビ
に
對
す
る
非
難
な
り
。

丁
る
一
論
爭

 

第

六

雛

八

八

「

靜
的
狀
態
は
想
像
的
な
る
.こ
ど
ば
眞
な
り
。總
て
の 

;.
具
體
的
妣
會
.は
動
的
な
リ
。
而
も
此
は
靜
的
理
論
の
結 

論
を
無
效
な
ら
し
む
る
も
の
K

あ
ら
す
。
何
S
な
れ
ば 

:
酹
的
法
則
す
雖
眞
の
法
則
な
れ
ば
な
り
。
吾
人
は
動
的 

|

社
會
に
於
て
起
る
所
の
も
の
，
一
部
を
了
解
せ
ん
が
爲 

一
に
彼
等
を
分
離
し
て
硏
究
す
る
な
ト
。
靜
的
假
設
は
眾 

\

に
他
の
力
が
假
ゥ
に
無
視
せ
ら
名
と
云
ふ
點
に
於
て
現 

j

1.:

實
ご
異
る
な
り
。
靜
的
の
カ
が
動
的
仳
界
に
於
て
作
用 

I
.

し
續
け
る
以
上
靜
的
法
則
は
有
效
な
る
な
6
ご
ど
の
ク 

|

ラ
ー
ク
の
說
に
對
し
て
は
♦ホ
エ
ム
。V

グ
エ
ル
ク
も
滿 

|,;

足
を
以
て
同
意
す
る
所
な
b

。
然
る
に
猶
彼
の
說
に
侬 

|
れ
ば
、「

其
は
如
何
な
る1

1
重
の
眞
理
を
も
許
容
す
る
も 

て
の
に
あ
ら
す
、
靜
的
眞
理
は
動
的
狀
態
の
下
に
て
'も
不 

.
眞
な
る
能
は
す
ノ
動
的
眞
理
は
靜
的
狀
態
の
下
に
於
て 

も
眞
な
ら
ざ
る
こ
ど
能
は
ざ
る
も
の」

な
る」

に
拘
も
ず
、 

ク
ラー

ク
は
動
的
狀
態
に
て
は
資
本
財
を
靜
的
狀
態
に 

て
は
眞
の
資
本
を
用
ふ
る
は
極
め
て
不
都
合
な
る
所
以

な
り

.

。
唯
に
然
る
の
み
な
ら
ず
ク
ラ
ー
：ク
自
身
の
方
法 

は
眞
理
の1

而
の
み
を
表
は
す
も
の
な
り
^
て
之
に
對 

し
て
非
難
を
加
へf

 

o「

彼(

ク
ラ
ー

ク)

の
靜
的
理 

論
の
說
明
を
通
じ
て
、
彼
は
.靜
的
法
則
を
餞
見
し
吟
味 

し
而
し

.

.て
譜
明
す
る
の
竿:I t

,
ビ

.

し

V

韵
^
.
筑
驗
を
砰
ふ 

る
な
り
。：彼
の
思
想
の
全
紙
織
ば
、最
後
效
用
ど
最
後
生 

，嶽

カ

の

原

理

並

に

絕
;»
M
生
產
カ

S

最
後
或

は

S

 

生
產
カ

S

の
間
の
相
速.

に
基
く
も
の
«
-
^
。
例
へ
ば
彼 

は
：、
勞
働
の
最
後
取
位
の
生
產
物
の
み
勞
働
者
に
歸
せ 

ら
る
€
去：

ふ
彼
の
題
目
を
如
何
に
證
，明
せ
んじ

す

る

や 

彼
は
言
ふ
、

：

或
特
定
の
人
の
絕
體
的
生
産
力な

る

も

の

一
 

は
、-：
:

其
人
の
爲
し
つ
、
ぁ
る
其
特
定
の
仕
事
の
重
要
如

\ 

何
K
ょ
士
て
測
定
せ
ら
る
s

^

b。
或
人
の
有
效
生
產I 

力
な
る
も
の
は
、
.其
人
が
去
り
し
場
合
及
*
主
が
彼
の
:: 

■力
を
：

1

層
緊
切
な
る
仕
事
の
爲
さ：

る

yが
如
く
に
排
置
，
 

し
換
ベ
た
る
場
合
に
、
M
ま
の
•蒙

る

損

失

に

ょ

.
り

て

测 

■■

定
せ
ら
る
4
歷
主
は
1

を
<

の
地
位
に
0
^
;
^
の
地
位
へ 

第
十
六
潜

(

八
ニ
九

〕

.
_
•:
:

錄
資
木
の
本
質
に
關
ォ

へ
に
置
く
こ
ミ
あ
る
べ
し
。
而
し
て
完
成
さ
れ
ざ
る
ま
> 

に
.放
挪
ぜ
ら
る
、
其
唯 

一
0

♦仕
事
は
必
要
の
程
度
の
*
 

も
低
き
種
類
の
も
の
なb

v
j
。

靜
的
狀
態
に
於
て
す
ら 

も
、
歸
せ
ら
れ
た
る
生
產
物
及
報
酬
は
有
效
生
產
力
に 

|

ょ
り
て
決
筮
せ
ら
れ
、
：而
し
て
斯
る
轉
嫁
の
標
準
は
絕 

|

體
的
生
產
カ
^
於
て
は
發
見
せ
ら
れ
ざ
る
こ
ど
を
、
斯 

|

る
想
像
的
動
的
實
驗
が
公
正
に
立
瞪
す
る
もS

を
彼
は 

|

信
す
る
な
b

o
双
は
靜
的
眞
现
の
確
證
の
手
段
と
し
て 

|

動
的
#
化
^
適
用
し
乂
適
用
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
乙
ド
を 

\

十
分
意
識
せ
る
な
り
。」

其
れ
に
も
拘
ら
t'
ク
ラ
ー
ク
は 

彼
のt

s
e

 c
apital

の
表
は
る
、
や
直
に
總
て
之
を
見Vi; 

る
が
如
き
能
度
を
採
る
乙
と
が
、
ボ
工
ム* V

ゥH

ル
ク 

r
の
最
も
論
難
せ
ん
ピ
欲
す
る
所
な
b

。(pp. 

2
7
1
- 2
7
2
) 

:
(

パ)

は
各
段
階
の
勞
働
が
結
果
を
辦
ら
す
時
期
に
關 

；

す
る
泥
亂
ビ
共
に
、
勞
働
に
歸
せ
ら
る
べ
き
生
產
物
の 

鼉
に
關
しV

ク
一
フ
ー
ク
が
眞
溯
を
逸
脫
せ
：る
こ
€
に
對 

す
る
非
難
な
1>
.彼
は
ク
ラ
ー
ク
の
假
定
せ
る
.例
即
生
：產

，る
一
：論

#

.

 

笫
.六.
號
八
九



: -

第
十
六
怨
.

(

八
3
〇)

：

雜

錄
..

資
本
の
本
質
に
關

上
の
四
階
段
を
表
は
せ
る
八
^

ギ
M

を
採
り
、
；
問
題
の 

祓
雑
を
避
く
る
爲
に
斯
る
生
產
が
總
で
無
地
代
の
土 
m' 

:
:
k於
て
又
考
量
中
に
入
^
ゝ
を
要
ぜ
ざ
る
程
殆
ん
r

固 

定
資
本
を
用
ふ
る
，」
ど
な
.く
し
て
行
は
る
ビ

の
前
提
を 

な
し
<

:-
>

完
成
財
が一
〇
〇
個
の
生
產
の
爲
に
必
要
な 

-る
勞
働
;0
分
量
が
各
階
段
に
於
て
停
此
せ
り
ご
想
像
せ 

よ
。
而

し

て

轉

嫁

の

を

適

用

せ
•よ
？
各
階
段
の
勞 

働
を
停
止
す
る
こ
ど
に
よ
h

て
、.

虫
«
^
に
は
如
可
な 

る
滅
少
を
生
ず
る
や
”

明
か
.に
其
停
止
は
ダ
の
一
〇
〇 

_

全

部

の

消

減

を

惹

起

す

べ

じ

ゝ

，
；
^
,
の

五

〇

或

は

八

〇 

に

:*
ら

中

し

て

ー

〇

〇

全

部

の

消

滅

な

卜

.
。

,.
.
.
一

 

〇
〇
個 

佥
部
が
存
在
す
る
S

否
^

ば
、
勞
働
め
連
續
0
全
部
が 

存
在
す
る
•ど
否
皮
に
基
く
な
か
。
其
れ
故
.

の
生
產
物 

の
總
て
は
、
ク
ラ
ー
ク
敎
授
の
原
：理
じ
從
へ
ば
、
此
連 

:

續
に
歸
せ
ら
る
.
ベ
き
な
>

。:,
從

：
つ
：
で

ル

の

生

產

物

の

.
總 

て
は
此
連
續
の
勞
働
者
に
歸
せ
ざ
る
可
ら
ず
、
而
し
て 

彼
等
の
み
に
歸
せ
ざ

る
可
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
に
彼
は

H

論
爭
.

‘ 

第
六
腿
：

九
〇

:v
斯
る
事
を
爲
さ
ず
宛
も
其
が
自
然
の
事
な
る
が
如
く
に 

:
彼
は
之
等
の
勞
働
者
に
晴
甘
ら
.る
ベ
き
分
前
ょ
り
或
る 

も
の
を
削
除
す
る
な
シ
。
從0

て
彼
等
の
報
酬
は
；全
生 

產
高
を
盡
く
さ
ず
し
て
或
る
も
の
.は
残
る
な
6
。
玆
二 

I

於
て
之
必
其
純
生
產
物
ビ
-L
て

彼

の

CT
S

。叫
^

^

に 

歸
看
せ
し
む
る
な
む
。

\

然
る
に
ク
ラ
ー
ク
敎
授
は
、
此
減
少
が
如
何
に
し
て 

j:

起
る
か
€
云
ふ
こ
^

を
、
何
れ
の
勞
働
の
連
續
に
關
し 

一
て
も
吟
味
せ
ざ
る
f

o

即
眞
の
連
續
換
言
す
れ
ば
時 

I
.

間
上
栩
繼
續
せ
る
勞
働
者
の
，連
續
に
關
し
て
斯
る
吟
浓 

I

を
爲
さ
す
、
何
^
な
れ
ば
彼
は
之
が
本
來
の
連
績
な
る 

\ 

.こ
^
を
認
る
を
誤
り
t5
れ
ば
な
り
。
又
彼
の
誤
れ
る
述 

一
«

即
同
時
期
の
勞
働
者
の
其
れ
に
關
し
て
も
斯
る
吟
味 

を
爲
さ
ず
、
何
^
な
れ
ば
此
所
に
於
て
は
斯
る
硏
究
は 

恐
ら
ぐ
爲
さ
る
、
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。」(pp. 

2
7
3
-2
7
4
) 

即
ホ
工
ム
•
パ
グ
工
ル
タ
に
從
へ
ば
、
ク
ラ
ー
ク
は
第

1

に
、
勞
働
^

本
來
の
生
i t

物
を
對
照
せ
し
め
ず
し
て

他

の

も

の

^

對

照

す

。

第

T
1

に
、
勞
働
に
本
來
生
產
せ 

ら
れ
た
る
分
a

を
對
立
せ
し
め
：ず
し
て
而
も
他
の
分
量 

を
對
立
せ
し
び
る
f

o

而
し
て
其
魔
術
的
說
明
に
ょ 

り
て
、
彼
は
說
明
す
べ
き
も
の
を
暗
«
の
中
に
假
定
せ 

る
な
b

^:
o

以
上
を
以
て
吾
人
は
，
ボ
エ
ム
*

パ
グ
エ
ル
ク
の
®
論 

の
：太

體

を

觀

察

し

了

へ

た

.る

が

？

此
他
彼
は
左
の
一
一
點 

ょ
り
も
論
駿
を
加
へ
て
以
て
、
ク
ラ
ー
ク
のt

r
u
e

 c
a
p
i
t
a
l

 

な
る
も
の
は
要
す
る
に
想
: #

的
の
も
の
に
過
ぎ
ざ
る
. 

> 

j

 

S

を
論
結
せ
^V。

即
第
ー
は
、
.
勞

«
>£
資

本

ビ

の

共
 

力
ょ
り
生
せ
る
生
產
物
全
部
が
勞
働
に
歸
せ
ら
る
：ベ
き 

に
あ
ら
す
、
，或
は
資
銀
^

し
て
勞
: «

渚
の
手
に
入
る
も 

の
に
あ
ら
ず
、
を
云
ふ
こ
^

を
立
證
せ
ん
が
爲
に
、
0 

嫁
の
原
理

(
P

H
n

d
p

l
e

 

o
f

 i
m
p
u
t
a
t
i
o
n}

が
消
極
的
に
用 

ひ
ら
れ
た
る
K

な
0

0

:

ク
ラ
ー
ク
は
明
か
に
賓
ふ
。
 

產
業
の
全
注
產
物
が
勞
働
者
の
字
中
に
落
つ
る
も
の
に 

.
あ
ら
ず
、
何
ビ
な
れ
ば
產
業
ぽ
麵
働
ど
資
本
ミ
の
共
カ 

第
十
六
卷

を
意
味
す
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
土
地
道
具
建
築
材
料 

を
供
す
る
人
々
は
勞
働
^
資
本
^
の
全
共
同
生
«
%
の 

,
:•
一
部
を
受
く
る
f

o

此
全
體
の
中
の
勞
働
其
も
の
に 

歸
せ
ら
る
、
部
分
を
吾
人
は
勞
働
の
全
生
產
物
^
し
て
：
 

I

解
す
べ
き
な
6
。
此
部
分
が
賃
銀
ビ
し
て
勞
働
者
に
.渡 

る
べ
し
^
云
ふ
；
は
可
能
な
る
の
み
な
ら
^
、
{元
全
な 

I
:

る
薛
由
競
爭
の
下
に
於
て
は
、確
實
な
b 
€
。第
一I

は
資 

:本
は
其
录
後
生
產
カ(

6
邑

poductivity)

の
結
果
な
る 

純
所
得
を
獲
る
も
の
な
り
^
云
ふ
こ
€
を
示
す
爲
に
、 

其
が(principle ,of imputation

が
}積
極
的
に
用
ひ
ら
れ 

〜

レ
ニ
ミ
な
む
。
ク
ラ
ー
.ク
は
刺
子
の
普
遍
率
說
を
主
張 

j,

し
、
利
子
も
亦
地
代
を
定
む
る
原
則
ヒ
等
し
く
最
終
生 

\

產
カ
に
ょ
0
て
定
め
ら
^
、
こ
^
を
論
#
’(「

資
本
單 

位(units 

of 

0^.
1巴)

の
連
«
の
如
何
な
る
も
の
も
、
其 

:
所
有
者
に
對
し
て
其
最
後
®
も
の
、
生
產
す
る
以
上
に 

獲
得
す
る
，を
得
す
。
最
初
の
單
位
の
..所
有
者
が
使
用
に
，
 

對
し
て
之
以
上
を
要
求
す
る
な
ら
ば
、
企
業
家
は
此
部

第
六
^

九1
(

八
三】

)

雑

.
錄
資
本
の
本
質
に
軸
す
る1

論
爭



第

十

(

八
三
ニ)

雜

錄

资

本

0
木
赏
に
關
1

ー
論
爭 

齡
六
號
九
ニ 

分
の
資
本
を
拋
棄
し
て
其
代
り
に
最
後
の.t 

W
位
の
も
ば
此
部
分
の
學
說
の
目
的
ど
す
る
總
て
は
、
實
業
家
の 

0
を
置
き
換
ふ
可
し
。彼
が
生
產
上
失
ふ
所
の
も
の
は
、
.

：精
神
を
占
め
た
る
資
本
の
觀
念
を
明
瞭
な
る
B
ig
R
 

資
本
の
最
後
の
軍
位
の
直
接
の
.生
產
物
に
ょ
6
て

測

定

表

は

さ

ん
£
す
る
に
あ
れ
ば
な
办
、」

^
述
べ
て
以
て
ク 

せ
ら
る
。
其
は
各
單
位
め
有
效
生
產
物
を
示
す
も
の
な
ラ
ー
ク
は
、
彼
の
資
本
學
說
の
目
的
が
那
邊
に
在
る
や 

り
、し
^
說
.き
而
し
て
利
乎
問
題
は『

眞
の
資
本』

に
關
係

\
.

を
明
か
な
ら
し
め
、
而
し
て
彼
の
主
張
す
る
所
は
資
本 

す
べ
の
き
も
に
し
て
資
本
財
の
關
係
す
べ
き
所
に
あ
ら\

^
云
ふ
名
が
芷
し
く
適
用
せ
ら
る 
>
或
客
觀
的
の
も
の 

中
^

來
張
せ
り
。

:

|
が
存
在
す
る
乙
气
並
R
資
本
財
ビ
云
ふ
名
が
適
當
に 

:

之
等
_の
點
に
對
し
て
も
^

エ
ム
。
バ
グ
エ
火
ク
は
興\

適
用
さ
る
、
或
る
も
の
も
亦
存
在
す
ビ
ー
衣
.ふ

こ

ビ

な

ト 

味
*
.る
，
詳

細

な

る

批

評

？
反

駁

 

>
:を
加
べ
た
れ
ざ
も
、

\

と
て
、
此
所
に
於
て
も
亦
彼
の
主
.張
が
此
兩
者
の
區
別 

今
之
を
論
述
す
る
の
餘
裕
な
き
を
以
て
他
日
に
讓
り
"

」

を
明
か
な
ら
し
め
ん
ド
-す
る
に
存
す
る
こ
ビ
を
表
明
せ 

暄
ち
に
右
の
非
麵
に
對
す
る
ク
ーrv

丨
ク
の
辯
®

に
.移

らj: 
「

之
等
の
一1

個
の
實
在
は
■一
 

見
同！

な
る
が
如
く
思 

ん
き
欲
す
。
、

.

:-I
;

は

る

：
れ.

V
j

も
、
再
見
す
れ
'ば
.重
恶
な
る
點
に
於
て
相
違 

;

.
十

I 

:

;

|す
る
こ
€
發
見
せ
ら
る
。ヌ
彼
等
の
何
れ
も
、*
め
て
重 

「

余
は
、最
初
に
於
で
、
余
の
著
書
に
述
べ
ら
れ
た
る

大
な
る
混
亂
を
生
ず
る
こ
ビ
な
く
し
て
、

一
方
は
0
由 

資
本
の
觀
念
が
理
論
的
思
索
ょ
&
論
宰
さ
る
、
^

足

る

に

.他
方
に
對
し
て
代
用
^

る

、
を

得

ず

」

ビ

。(ciark, 

な
ら
^
、
_
其
は
亦
實
際
的
姐
索
ょ
り
'も
論
印
3

る

べ

き

C
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 

the 

N
a
t
u
r
e

 

of 

Capital, 

T
h
e

 

Q
u
a
r
.

 

な
う
，、J
s
ふ
こ
^

を
主
張
せ
ざ
る
可

ら
す
o
何
^

な

れ
J
o
u
r
'
-O

f Eco., 

vol. 
X

X
I

,

 

pp. 

3
5
2
-3
5
3
)

然
ら
，ば
如
何
な
る
«

に
於
て
其
兩
者
は
相
遠
す
る
も 

の
り
や
。
ク
ラ
1

ク
は
先
づ
K

本
の
意
義
を
說
明
し
て
ノ 

:

吾
人
の
意
呔
す
る
資
本
e

は

一
浚
種
類
に
S

す
る
事

物

： 

::
の

集

圓

な

v
而
し
て：

其
れ
等
の
事
物 

< は
機
械
：
. 

遒

具

及

建

物

に

ょ

り

て

代

表

せ

ら

る

、

種

顧

の

も

の

な 

り

:°「

若
し
も
人
が
、時
の
：|
|»
間
に
於
で
、
其
所
有
に
一
；
 

在
る
此
種
の
物
の
總
て
の
'目
錄
を
作
り
得
る
な
ら
ば
，

其
等

の

，
も

の

は
其
瞬

間

に

^

、
、
.其

資

本

を

構

成

せ

る

こ
 

w

を
發
見
せ
ら
る
べ
し
？
而
し
て
«

學
的
の
-

瞬

間

に
. 

で
は
資
本
は
其
自
錄
に
«

せ
ら
る
：、
所
の
機
械
道
具
建 

物
ょ
り
成
立
し
資
本
t

資
本
財
ど
の
間
に
相
違
な
し
。
 

さ
れ
ざ
他
の
瞬
間
に
於
て
は
彼
等
の
或
る
も
の
は
去 

り
他
の
も
の
が
其
場
所
に
表
は
る
。一

年
の
後
に
は
多

\ 

數
の
も
の
が
去
り
，
五
年
：の
後
に
は
彼
等
の
大
多
數
は 

®

滅
す
ベ
し
。
其
.
間
.、
.
害

入

は:*
初

の

財

な

ら

ざ

る

も
 

此
種
類
0 -
財
を
所
有
す
る
に
至
る
べ
し
。
此
變
M

す
る 

組
織
を
有
す
る
永
續
的
集
團
は
或
る
秫
の
名
稱
の
附
與

第
十
六
卷
c

A

H

t

e
離

錄

資

本

0
本
質
に
關
す

せ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ざ
も
の
に
し
て
、
之
に
對
し
て
通
常 

;

の
思
想
に
於
て
賢
本
ど
云
ふ
言
葉
が
適
用
せ

ら

る

、

な 

り
。
其
は
各
瞬
^

に
於
て
一
.定
S

W
に
屬
す
る
或
個
 々

の
も
の
ょ
り
成
立
せ
る
一
ホ
(1
に
し
て
、
此
本
體
0
存 

せ
ざ
る
瞬
間
は
な
き
な
り
。
然
れ
ざ
も
本
(1
は
生
物
の 

其
れ
の
如
く
に
組
_
の
消
戥
e

M

3 E
€

R

ょ

り

て
保
持 

せ
ら
る
、
な
り
。
吾
人
が
資
本
皮
云
ふ
言
葉
に
何
等
か 

の
繼
續
的
觀
念
の
附
風
す
る
も
の
ど
し
て
用
ふ
る
*

#
 

に
於
て
、
其

言

葉

.の

適

用

を

餘

儀

な

く
せ
ら
る
、
所

の 

も
の
：は

此

永

續

的

本

.體

に

對

し

て

の

：事

な

b

u°(

a
a
r
k
, 

op. 

a
t
v
p
p
.

 

3
5
3
-
3
5
5)

彼
の
所
賴 

t
s
e

 

c
a
p
i
t
a
l

な 

る
も
の
、
內
容
.は
依
#
^
,る
所
な
き
を
强
調
し
、
旦
此 

も

の

、
本

體

を

明

か

.な

ら

，し

ひ

る

，が

.爲
に
川
、
動
物
の 

身

體

"

及

原

生

林

の

例

を

別

用

し

て

萁

組

織

は

變

史

す 

れ
ど
も
其
本
體
.は
永
«

す
る
.旨
を
說
明
し
、「

言
葉
の
用 

法
に
關
.し
て
起
り
得
を
問
題
は
.如
何
な
る
..も
の
：な
り
ミ 

も
.、
斯
る
本
M

の
客
観
的
存
在
及
存
續
に
關
し
て
は
雜 

二

雜

 

第

六

號

九

3



第

十

六

猞

(

八
三
四)

雜
錄
資
本
の
本
質

!;
關せ 

か
に
疑
間
は
存
せ
ざ
る
な
り
し
ぐ
し
言
へ
り
。

';
次
い
で
斯
る
思
想
を
反
駁
す
る
を
得
ざ
る
所
以
を
明
：
 

，か
-な
ら
し
め
て
日
く「

余
の
門
前
を
流
る
、V

ド
ソ
ン 

、河
は
和
蘭
探
險
者
が1

六
〇
九
年
に
發
見
し
た
る
マ」

同 

-
0'
川
な
る
が
如
く
に
、資
本
も
亦
、g

或
部
分
は
父
祖| 

:ょ

ヶ

子

孫

，に

長

期

間

傅

ベ

ら

れ

て

、

等

し

き

繼

續

を

，有

：| 

ず
る
も
の
^
觀
察
せ
ら
る
。
：此
思
索
方
法
が
反
駁
せ
ら
' 

れ
得
：る
な
ら
ば
、
，ノ
ド
シ
ン
河
に
關
し
て
は
，
一一ュ；ク 

ョ
ォ
ク
州
の
地
形
の
永
續
的
特
色
€
し
て
に
は
あ
ら
ず 

:L
て
.

H
e
n
d
d
c

 

H
u
d
s
o
n

が
最
初
-ニ
ュ
ク
ョ
ォ
ク
灣
の 

.ロ
に
發
見
せ
し
瞬
間
に
*

在
し
其
れ
以
來
.
は

決

し

て
| 

.

.

.

.
存
.ff
i
す
■る
.こ
^

な
.か
ぅ
.し
も
0'
:
.ビ
し
.て
、
.語
る
こ
^
が
：| 

必

要

な

る

：べ
し
。

一
上
ハ

0'
九
年
の
ス
ド
ソ
ン
河
、

一.六

I 

1

0
年
の
其
れ
、

一
六
ナ
ヤ
年
の
其
れ
、
ど
去
ふ
i

 

'が
必
要
な
る
べ
し
。
又
搮
險
者
自
身
：も
其
河
の
發
見
當
へ
_ 

時
に
於
て
は
一
六
〇
ル
年
の
泛
ロ
^

0*H
u
d
s
o
n

な
れ 

V」

も
、
其
發
年
は
全
く
別
人
ど
な
る
な
り
。要
す
る
に
♦

論
爭
 

笫

六

號

九
四

消
失
ず
る
組
織
の
補
充
に
よ
り
て
維
持
せ
ら
る 
>
本
體 

を
觀
察
す
る
の
一
般
的
方
法
が
全
然
拋
棄
せ
ら
れ
ざ
る 

可
ら
ざ
る
に
至
る
な
な
。
さ
れ
ざ
現
今
に
於
て
此
思
索 

方
法
は
人
の
熟
知
す
る
所
な
る
は
疑
な
き
な
り
。
現
時 

の
、ノ
ド
ソ
シ
河
は
其
始
よ
り
存
す
る
も
の
に
し
て
、
現 

在
®

ダ
二
ユ
ク
ブ
W
も
亦
然
り
。
五
十
：年
前
に
造
ら
れ 

た
る
資
本
は
、
最
初
其
を
構
成
す
る
に
助
力
せ
し
個
 々

の
貨
物
は
今
は
存
在
せ
.す
マ」

雖
、
同
一
の
存
續
を
保
て 

る
も
の
な6

、
J
(
P
P
.

 

,
3
5
5
-
3
5
3

云
々
ミ
述
べ
て
以
て
、之 

を
排
さ
んV」

す
る
ボH

ム
•
バ
グ
-
ル
ク
の
間
に
答
へ 

つ
、t

r
u
e
.
c
a
p〖£

_

の
存
在
す
る
所
以
を
カ
說
せ
b

o
 

V 

M

に
：、ボ
エ
t

.

vグH
'
v

ク
が「

一

組
の
物
體
が
消
失 

し
て
他
の
も
の
が
其
れ
に
代
卩
セ
现
は
れ
し
時
、
®
入 

は
資
本
は
1
す

£
一
日
ふ

6
而

も

文

字

)1
り

^
«

*的
 

存
在
を
有
す
る
も
の
は
唯
抽
象
に
過
ぎ
ざ

る

な

卜」

^
 

云
ふ
ク
ラ
ー
ク
の
意
見
を

引

用

し

.、

而
し
て
之
よ
り
し 

て

「

資
本
は

、
單

な

る

«l
a
€

し

て

、
決

し

て

存
在
せ

ず

」

e
云

ふ
斷
定
を
類
推
せ
んA、 J

せ

し

に

對

し

て

、

ク
ラ
ー 

ク
は

、

反
對
の
意
を
表
明
し
て
日
ぐ
、「

若
も
之
等
の
言 

:

葉
が
、
余
の
批
評
家
が
他
の
個
所
に
於
て
叙
述
を
解
釋 

:

す
る
に
採
b

し
が
如
く
寬
大
に
解
釋
さ
る
、
な
ら
ば
、 

此
逆
說
^

於
て
も
、
«
實
ヾ」

職
着
す
る
が
如
き
如
何
3：
. 

る
意
味
も
發
見
せ
ら
れ
ざ
る
べ
；し
。
我
し
吾
人
が
現
卍 

存
せ
る
資
本
財
の
蓄
積
を
觀
察
し
而
し
て
土
地
は
其4.

V
J

し
て
包
含
せ
し
め
ざ
る
な
ら
ば
、
其
如
何
な
る
も
?)

ぐ
も
一
時
的
存
在
以
上
を
有
せ
す
、.
又
彼
等
に
具
體
化
さ
.

」

れ

だ

る

價

値

は

永

續

的

存

在

を

有

す

る

，」

マ

」

|T—

 .

而 

「

名
，永
績
的
存
在
を
有
ず
：る
は
其
が
具
體
.化
^
れ
ざ
る
狀
:■
: 

態
に
存
す
る
が
爲
k

は
非
る
i

さ
を
-:
I

吾
人
は
認 

む
る
に
至
るV

し
。
其(

資
本
財)

が
現
在
：の
物
質
的
具 

;體
1

態
を
脱
せ
し
場
合
に
は
、
，其
は
他
0
狀
_
を
採 

る
ベ
.し
。
而
し
て
其
は
、抽
象
に
S
ぎ
ざ
る
無
形
の
價
値 

w

し
て
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
柚
象
以
上
の
或
も
の
な
る
;' 

具
體
化
^
れ
た
る

價
値(

e
m
b
o
d
i
e
d

 

value) 

€
し
て
永

第

十

六

卷(

八
三
五)

雜

錄

資
本
の
本
質
に
關

一：

久
に
存
續
す
ベ
し
。
斯
る
事
情
は
：告
人
に
一
事
實
を
知 

ら
し
む
ベ
し
。
即
ち
資
本
を
表
示
す
る
抽
象
的
方
法
は 

通
常
の
用
語
^

於
て
最
も
愼
熟
せ
る
も
の
な
る
こ
^
な 

.

り
實
業
家
は
彼
等
の
エ
場
道
具
及
原
料
品
等
が
常
に
典 

|

手
許
に
存
す
4
を
知
る
。
而
も
彼
報
は
、
資
本
を
，價
値 

\

ぐ

」

：し
て
、
元
本V」

し
て
、富
の
總
麓
€

し
て
、表
は
す
、
阿
，
 

「

，ぐ」

な
れ
ば
此
單
な
石
數
簸
的
表
示
は
事
實
上
の
物
質
的 

j  ,

事
物-~

其

組

織

に

：於

け

る

變

.化

に

も

拘

ら

ず

永

續

す 

j

る

も

のI

の
«

念

を

、
.
十

分

に

彼

等

の

念

頭

に

與

ふ 

る
も
の
な
れ
ば
な
り
。」 (Clark, 

op. 

c

r

3ON
V
3
7
0

)

斯 

\ 

く
し
て
ク
ラ
ー
ク
は
彼
の
見
解
は
事
實
上
よ
り
も
其
芷 

一：當
び
る
所
以
を
立
證
し
得
る
こ
ミ
を
主
張
し
、
永
續
的 

一
存
在
を
有
す
る
所
の
も
の
は
軍
な
る
抽
象
に
過
ぎ
ず
、
 

true 

capital

な
る
名
の
は
單
fc
想
像
力
よ
り
杣
出
せ
ら 

:れ
る
假
設
物
な
り
f

ーームふ
は
、

全
く
1£
鶴
を
失
せ
る
の 

非
謝
に
し
.て
誤
解
.に
^

く
も
の
な
.
b w

論
結
せ
り
。

十
二

，
る
*—
馨
 

第
一i

九
玉



:
第
十
六
怨

.
:

然
る
に
ク
ラ
ー
ク
が
右
に
述
べ
た
る
意
見
は
、
始
め 

彼
が
資
本
ミ
資
本
財
ぞ
の
間
に
«

格
な
る
^
別
の
要
す 

る
旨
を
主
張
せ
し
に
も
拘
ら
す
、
玆
に
於
て
は
資
本
^

 

資
本
財
.ビ
は
同

一
の
も
の
な
b

論
じ
て
之
を
認
め
た
る 

が
^

ぐ
解
せ
ら
れ
て
、
再
び
ギ
エ
ム
•
バ
グ
工
ル
ク
の 

論
雛
を
蒙
る
に
萤
れ
り
。
即
ボ
工
ム

e

バ
グ
工
ル
ク
は

「

彼
:0true 

0
3^.
&

は
幻
影
に
過
ぎ
ず
^
云
ふ
佘
の
反 

:駁
^
對

し

：て
、

ク

ラ
I
.ク
敎
接
は
其
實
在
性
其
具
體
的 

.性
質
を
確
！g

し
て
彼
自
身
が
以
前
R
用
ひ
し
ょ
り
も
一
，
 

層
明
確
，な
る
言
を
爲
せ
り
。
：彼
は
、
此
度
は
、
資
本
は 

，資
本
財
の
集
刚
な
り
す
»

し
、
軍
に
其
が
»

る
財
ょ
b
 

成
立
す
ミ
言
は
す
0
叉
彼
は
嚴
格
な
る
意
味
の
瞬
間
に 

於
て
は
資
本
と
資
本
財
ビ
の
間
に
は
棚
違
な
し
^
稱
せ 

h
-
o
,
之
等
の
最
後
の
言
に
：よ
6

て

、
：
ク

ラI
ク

敎

授

は

笫
六
號
九
六 

-

得
る
な
b

、J
ご
論
じ
、
之
に
對
し
て
資
本
ビ
資
本
財
 ̂

は
同
一
の
も
の
な
り
ど
云
ふ
こ
ビ
は
彼
も
亦
大
い
に
讚 

意
を
表
す
る
所
な
れ
ど
も
其
れ
に
讃
意
を
表
す
る
が
故 

に
次
の
瞬
間
に
は
左
の
M

0

U
於
て
疑
問
を
抱
か
ざ
る 

を
得
す
ミ
爲
せ
り
。

a
)

嚴
格
な
b
意
味
の
瞬
間
に
於
て
は
資
本
ビ
其
を 

構
成
す
る
資
本
財
e
は
同

一
の
も
の
な
b VJ

は
ク
ラ
I
 

ク
の
言
ふ
所
な
る
•か
、
然
.ら
ば
資
本
は
如
何
な
る
瞬
間 

に
於
て
も
資
本
財
と
同
一
に
は
ぁ
ら
ざ
る
か
皮
は
ボ
工 

ム* V

ウH 
V

ク
の
間
ふ
所
な
り
。
ク
ラ
ー
ク
の
說
く
が

如
く
に
、
時
の
經
過
な
る
も
のt

r

資
本
ビ
資
本
財
ビ 

が
ー
一伽
の
異
れ
る
物
質
的
實
在
と
し
て
現
は
る
、
_
間 

K

齎
ら
す
乙
t
を
得
る
も
の
な
b
や
。
若
し
此
が
事 

:

實
に
非
ん
ば
、
一
一
つ
の
も
の
、
存
在
を
認
む
る
舉
說
は 

雙
子
或
は
水
の
：ニ
滴
に
在
^!
が
如
き
相
似
性
が
存
す
る
ヶ
如
忡
に
な
る
ベ
き
か
、
ポ
エ
ム
®
バ
グH

ル
ク
は
斯
ズ
疑 

の
み
な
ら
す
文
字
通
り
の
同
4
te
s
e
r
a
l 

ident 

一

 t
y
)

の

へ

6
.。「

ク
ラ
I
ク
敎
授
は
今
日
の
資
本
は
，昨
日
の
資
本 

存
す
る
こ
ビ
.を
意
庙
す
る
，も
の
ど 

> 
余
は
斷
定
す
る
を
財

^
同

1

に
あ
ら
ず
と
云
ふ
事
實
K
而
し
思
る
こ
ど
は

(

八
三
六

)

雜
錄
資
本
の
本
質
！

i

闕す！
論爭

確
か
な
り
。
.
而
し
て
彼
は
次
の
同
：一
性
を
否
定
し
得
ん 

が
爲
に
策
略
を
必
要VJ.

考
ふ
る
か
如
ぐ
俎
は
る
。

I

 

其
同
.

1

.性
ビ
は
、
咋H

3

成
は
去
年
は
道
具
又
は
原
料
な
' 

>

し
が
今
u
は
消
耗
せ
ら
s '
、
.か

又

は

消

費

財

に

變

形 

一
せ
ら
る 

>
則
ビ
、
資
本
ビ
の
其
れ
な
f
r
o然
れ
ど
も
現 

枉
全
く
資
本
財
に
非
る
物
ビ
資
本
ビ
:0
同

！
性
を
を
^: 

せ
ん
が
爲
に
、.
資
本
財
ど
資
本
ぞ
0
同

：
一
：
性

を

否

定

す 

る
と
云
ふ
こ
g

は
確
か
に
^

し
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
、 

又
論
理
的
に
も
殆
ん
ざ
其
必
要
な
さ
も
の
な
り
。」

由

- 

h
m
-
B
a
w
e
r
k
,

 

T
h
e

 

N
a
t
u
r
e

 

of 

o
p
p 
ぼ |

"

>
泛

2:
〒 

d
e
r
v
H
h
e

 

Q
u
a
n

 

Jour., 

vol. 

X
X
I
I
,

 

pp_ 

2
8
- 3
0
)

(

ニ)

ボ
:'エ
ム
* \

グ
ェ
ル
タ
に
從
へ
ば
、物
質
的
事
物 

は

：或

狀

態

の

間

人

類

の

幸

鑛

ヒ

の

ニ

 

：

時
"的
M.
添
.に
人
. 

&

、
其
關
係
に
於
て
生
產
財(

即
資
本
財)

w

し
て
間
接 

に
人
類
の
慾
求
を
滿
す
な
彡
。
彼
等
ば
無
限
に
此
關
係 

に
在
る
.に
.ぁ
ら
す
し
て
漸
次
之
.，を

通

過

す

る
^
り
。
而 

し
て
他
の
も
の
が
代
り
て
此
關
係
に
入
り
來
る
な
&o

資
本
の
觀
念
は
此1

時
的
關
係
に
存
す
る
財
を
常
に
意 

唆
す
る
も
の
に
し
て
、
資
本
は
之
等
の
財
の
總
て
以
外 

り
も
の
に
あ
ら
ず
又
決
し
て
あ
b
得
ざ
る
な
^
s
o龙
つ 

て
資
本
は
具
體
的
事
物
を
他
に
し
て
は
あ
り
得
ベ
か
ら 

ざ
る
な
0
。然
る
に「

ク
ラ
ー
ク
敎
授
は
事
實
に
於
て
は 

全
く
障
害
な
ら
ざ
る
論
理
的
隙
窖
を
自
ら
設
け
、
之
に 

ょ

り

て

此

單

純

な

る

.事

實

を

同

樣

に

單

純

な

る

方
?*
,

に 

於
て
捕
捉
す
る
を
妨
げ
ら
る
、
な
6

。
斯
く
し
て
&
ら 

造

れ

る

困

雛

を

，免

れ

ん

が

爲

K
、
事

實

'に

矛

盾

す

る

淺 

«

な
る
工
夫
を
爲
し
始
め
た
る
な
彼
は
、
實
祭
存 

在
せ
ざ
る
新
穂
«

の
物
を
、
實
在
の
世
界
^
充
て
ん
ど 

す
る
な
り
、即
眞
の『

文
字
通
0』

存
在
を
有
し
又『

物
質 

的
の
或
も
の』

な
れ
ざ
も
賢
本
財
ミ
は
異
れ
る
或
も
の 

な
る
資
本
を
充
つ
か
な

ヅ

。

」

f
 

S
 

(

三)

斯
く
の
如
く
ん
ば
、
ク
ラ
ー
ク
は
如
何
に
し
て 

彼
のtrue 

c
a
p
i
t
a
l

を
、『

具
體

化
さ
れ
た

る

價

値

』

ど 

し
て
、『

變
移
す
る
具
體
物
に
於
け
る
永
.續
的
规

値

.

』

ビ
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爭
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雜

.

錄
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_の木質！！關する

'
‘
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第
六
辦
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/\
:

し
て
"
定
義
す
る
を
得
る
や
，若
し
資
本
.に
じw

ラ
ー
存
續
せ
し
鮝

#

の

例

を

風

考

ぜ
^

^
五

十

無

前̂:
農

場
 

ク

の

言

上

が

如
<

に

資

：本
財
ー
の
集
幽
な

>

^

.せ
ば
、
如

.

の
取
に
於
て
创
造
せ
ら
れ
た
を
資
本
が
、
絹
絲
の
蓄
積
. 

何
に
し
て
資
本
は
其
れ
に4

®

化
さ
れ
得
る
や
0
眞
面
.

.
の
形
に
於
て
所
有
せ
ら
る
'
>今

日

迄

.存

續

甘

じ

場

合 

，目

：に

物

が

其

れ

自

體

の

中

に

具

體

化

さ

れ

得

'る
や
。
;.
.是

;;
:
に
V
ク
ラ
ー
ク
敎
授
は
、31
.
+
年
前
に
資
本
な
り
し
物
質 

ポ
エ
ム
'
-:
ク
エ
ル
ク
が
第
三
に
問
は
ん
£
欲
す
る
鄭
|
的
響
物
ビ
今
日
資
本
な
る
物
質
的
着
，物
^

は
同
1
の
•も 

な
り
o
: (P. 

3
0

) 

.

:

:
 

:

.

1

の
な
^

^T

十
分
な
ん
#

問
f

«
を
以
て
斷
逛
し
得 

(

四)

は
旣
述
の
非
難
に
於
け
る
が
如
く
、
ク
ラ
ー
ク

Z

る
，や
。
事
務
象
は
恐
ら
く
答
ふ
可
し
'0
或
意
哝
に
於
て 

の
眞
の
資
本
の
永
續
に
關
す
る
議
論
な
り
。
多
少
重
複
一
は
同
じ
資
本
な
り
。
然
れ
ポ
も
他
の
意
味
に
於
て
は
同 

の

嫌

ぁ

れ̂
も
之
を
苒
述
せ
ん
に
’
ボ
土
丄
-
バ
グ
-
ル
一
一
な
.ら
す
、
農
場
は
農
槳
資
本
な
り
'し
に
、
絹
絲
は
商
，
 

ク
に
迄
&

て

は「

ク
ラ
ー
ク
敎
授
は
眞
の
資
本
の
永
績\

業
賢
本
な
，
b

に
關
す
る
法
式
に
よ
り
て
%

は
れ
is
'る
：が
如
く
に」

思 

は

る
N

な
^V。

彼
の
解

す

る
所
に

從
へ
ば
y

ク
ラ
ー
ク 

は
之
に
よ
b

て
吾
入
を
し
て
資
本
財
^
は
異
れ
る
或
も 

の

V
存
在
を
認
め
し
む
る
も
の
ビ
信
ず

る
が
如
く
な
れ 

r

も
、：
事
實
斯
る
明
確
な
る
何
も
の
か
を
認
む
る
Z 
€ 

を
#:
.
る
や
。
嚴

に

考

ふ
る
も
寬
に
想H

も
、

此
法
式

ば
，
' 

用

ふ

る

^jyj

能
は

ざ
る
も
の
^

*
ら
t

や
皮

〕

.

五

十

雄.

f

ビI
S

め
得
べ
き
か
。
之
た
對
し
て
總
て
の
ガ
10
-よ 

(>
:
異
議
な
き
囘
答
が
得
ら
る
々
，き
や
。

一
麵
の
㈣

^'
ゆ 

:
其
家
屋
に
對
す
る
抵
當
權
を
考
虛
す
る
の
機
愈
を
：持
て 

る

辨

謹

士

よ

り

來

る

べ

し

：。
,又

一

は

興

が

詩

人

の

死

せ 

る
家
な
b
や
否
や
を
決
定
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
歷
史
家
よ 

:り

來

る

，
ベ

し

。

.言
語
學
者
ご
物
理
學
者
、
■■
;
論
理
學
者
は 

各
々
其
見
地
よ
り
異
れ
る
囘
答
を
爲
すT

し
。：

斯
く
し 

て
吾
人
は
In
]

一

性

の

間

蹿

に

自

し

て

.申
«*
の

異

れ

る

返
 

答

を

辟Y

し

。

さ

れ

VJ.五
！！

人

は

六

個

の

異

れ

る

物

質

的 

事
物
に
關
係
す
る
に
ぁ
ら
す
し
て
、

务
々
其
特
殊
の
目 

的
の
爲
に
是
認
せ
ら
れ
た
：る
六
ヶ
.の
抽
象
の
結
果
に
關 

，.係
す
る
.こ
€

は
明
か
な
り
？
以
上
の
如
く
し
て
家
渥
及 

資
本
の『

繼
續』

に
關
す
る
法
式
は
s
:'
:
;文
学
^
り
に
且
明 

,
瞭
に
同
一
祺
實
な
b」

ゝ

」

云
ふ
麼
固
な
る
*

礎
に
_
く
に 

非
ら
す
し
て
、
動
播
す
る
主
観
的
見
地
に
基
く
も
の
な 

ら
V

o
 (
p
p
.

 

3
1
-
3
3
)

而
し
て
ボH

ム
o 
く
ヴ
エ
ゲ
タ
は
之
が
相
違
を
餘
明 

す
る
.爲
fc
E

に
一
例
を
家
屋
に
求
め
て
日
ぐ
、
家
屋
は 

ク
ラ
ー
ク
の
眞
の
資
本
の
如
く
に
、
其
*
成
部
分
が
變 

.化
す
る
に
も
拘
ら
ず
繼
鑛
的
#
在
を
有
す
る
實
在
な 

b
°

興
は
修
繕
せ
ら
れ
、
新
し
ぎ
窓
が
取
附
け
ら
れ
、
 

新
し
き
軒
が
增
さ
れ
、
或
：は
搬
張
も
せ
ら
る
ベ
く
、

W
 

築
も
せ
ら
'る
べ
し
。
此
場
合
に
其
は
何
時
迄
苘
一
家
屋

斯

、
し
て
、
.彼
等
は
.
4
ラ
ー
ク
.の

t
r
s

 

c
a
p
i
t
a
l

を 

挾
A

て
、.
二

進1
.

退
、
.鎬
を
削
i
て
論
戰
に
か
め
、：
斯 

.く
の
如
き
大
論
爭
を
惹
起
す
る
.^

V̂

し
が
、
其
一
者 

が
所
論
を
發
表
す
る
や
他
考
は
之

に
對
し
て
«
本
觀
念 

は
勿
論
郛
双
«

の
®

R
至
る
.ま
で
批
評
>
,
0反
殿
€;
を
加 

へ
て
雜
く
る
所
を
知
ら
す
、
吾
人
は
眞
に
其
梁
て
し
な
：
 

き
を
礅
ゆ
る
な
り
。
.其
は
兎
も
あ
れ
、
吾
人
が
資
本
に
. 

關
し
て
意
見
を
定
む
る
に
當
り
て
は
果
し
て
|何
れ
に
細
、
 

す
ぺ
き
か
。
ボ
エ
ム
ニ
グ
エ
ル
タ
に
^
し
て
ク
ラ
ー
ク 

を

排

す

ベ

：
き

か
9
後
^

に
麗
{

::1
:
fl
^

を
棄
ク
へ
き
か
。
 

將
又
其
何
れ
を
も
採
ら
ず
し
て
可
な
る
や
。
是
極
め
て 

難
！！

な
る
問
題
な
る
べ
し
。
先
づ
吾
人
は
、
次
に
策
を 

更
め
て
> 
彼
等
の
學
說
に
對
す
る
擊
者
の
批
判
を
求 

め
、
見
解
を
檢
し
てI

般

思

想

の

傾

く

方

尙

を

質

^

ん 

ビ
欲
す
る
な
り
。(

一
，
一
、
五

、

1

九

、
稿

)
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